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令和３年５月２４日発行  福島県教育庁会津教育事務所 

地域連携担当教職員の役割の一つに、次のものがあります。 

  学校と地域が連携・協働して行う取組の調整に関すること 

■ 地域連携・協働の取組に関する計画の作成及び見直し 

■ 地域連携・協働に関する校内研修の企画・運営 

  つまり、「プランナー（企画者）」としての役割です。 

  猪苗代町立長瀬小学校の「校内ニーズ調査」 
  校内のニーズ調査とは、授業や行事等において、必要とする外部講師やボランティア、利用 

したい地域の施設等について、先生方のニーズを把握するために行うものです。 

猪苗代町立長瀬小学校では、地域連携担当教職員が校内のニーズ調査を行い、結果を下表の 

ように整理し、「地域連携全体計画」の見直しを行うとともに、教育課程に位置付けています。 
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 前長瀬小学校 地域連携担当教職員 

   土屋 浩行 先生のお話 

 

この取組から学ぶポイント！ 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考資料 校内のニーズ調査依頼シート（例）》 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内ニーズ調査の実施による〝新たな活動〟の導入 
会津域内の公立学校の多くが、地域との連携・協働活動を計画的に進めるために、「地域

連携全体計画」及び「地域連携年間活動計画」等を作成し、教育課程に位置付けています。 

長瀬小学校では、令和２年度の教育課程編成から「地域連携全体計画」及び「地域連携年

間活動計画」を作成し、地域との連携・協働活動を推進しています。 

令和３年度の教育課程編成に向けて、地域連携担当教職員が中心となり、「校内ニーズ

調査」を行うことにより、新たな活動を導入し、計画の見直しと改善を図っています。 

なお、参考まで校内のニーズ調査依頼シート（例）を掲載しましたので御活用ください。 
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 毎日の授業において、地域の方々に手助けしてもらいたいことや 

専門的に指導してもらった方がより効果が上がる内容等について、

先生方にニーズ調査を行いました。 

調査の結果、家庭科のミシン指導や外国語の授業、読み聞かせな

ど、先生方が様々な場面で地域の方々の力を必要としていることが

分かりました。  

先生方のニーズに応えるために、学校側の窓口として、地域側と

の連絡調整を円滑に行っていくことが今後の課題です。 


